Malrauxの"La Tentation de l'Occident"について by 林, 道恵
広島大学学術情報リポジトリ
Hiroshima University Institutional Repository
Title Malrauxの"La Tentation de l'Occident"について
Auther(s) 林, 道恵














の謎を解く鍵もかくされているように思う)(DURMp. 3)といっている TOはn'estqu'a 
demi de son style， mais qui est totalement de sa pensee et de son temperament (MPLM 









では鮮明に浮上ってこなl))(DURM p. 3)といっている.文体が未完であるだけに TO
は他の Malrauxの作品に劣らず，ある意味で、はそれ以上に難解だといわなくてはならな








する作品)(MPLM p. 34)だと評している Hoffmannはまたくdialogueというよりむし




はなくて不屈な dialogueを続ける>(VS p. 67)といっているが，このことはその傍証とな
るだろう.しかしながら， ChaigneはくTOの内容により適切な題名は LaTentation de 
1'Orientがよいのではないかという見解は当らない.Ling ~[しでも Ma1raux の代弁者で
あるようにみえる)(VOE p. 157)といっている. 事実 Ma1raux自身が TOの冒頭で
くLing~[極東人の象徴を読みとらないように!) (TO p. 11)と記している.さらに Picon

















発刊された Vandegansの“LaJeunesse Litteraire d'Andre Ma1raux"が，筆者の知る限り
では最も詳いので，主としてそれによって 1921-1925の Malrauxの活動状況，特に前後
二固にわたる東南アジア旅行とその動機を探ってみたい.この研究書は“Lunesen papier" 
(1921)，“Ecrit pour une idole a trompe" (1924)，“Royaume-Farfelu" (1928)の三つの
作品を中心にして， その間の Ma1rauxの交友， 出版， 創作， 作家としての資質とその
展望などに照明をあてた極めて貴重な研究である. Vandegansはその lntroductionの中






年秋行われた Clara夫人同伴の印度支那旅行である. 約一ヶ月間北部の Tonkin州に滞
在した後 Saigonにもどり，友人の Chevassonを加えて Cambodgeの Ankor遺跡から程
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遠くない Banteai-Sreyの第二遺跡の探索に出かけた. しかしそこで入手した浮彫7点は
Pnom-Penh帰着寸前に当局に押収されこれが裁判沙汰になった. こえて 1924年7月に禁
鋼 3年の求刑があって， Clara夫人は単身現地を立って 8月1日に帰国し，嘆願運動を起
す(なおこの作品 TOは Clara夫人に捧げられている).Malrauxは10月28日に禁銅 l年
・執行猶予の判決をうけ， 1月lBK印度支那を立って帰国の途についた.
FrohockはTOについて， Begun 1921， (...) and most probably was not put into final 




























動機のほかに Ecoledes Langues Orientales--この東洋語学校で Malrauxは学んだ一ー
































Intellectuels"の中で，く欧州の今日のドラマは人間の死にほかならなl)> (Cpostface p. 240) 
ともいっている.すなわちこの問題は Boisdeffreが指摘 (AMp. 111)しているように.，人
間とは何か"という Malraux文学の中心課題の一つで、あって，それがTOの中にすでに相







ク信者であって，彼の無神論は思怨上の問題にすぎない (AMp. 155). 










これらはいずれもばかげ、たことだ>(TO p. 111). だからといって，く進んで犠性を払うに
たる理似は存在しない.あらゆる理想は虚偽だということをわれわれは知っているからで
ある.われわれには真実 veriteが何であるかが全く解っていない>(TO p. 216)のである.
さらにく欧州人の1'1:'心には本質的な不条理 absurditeが存在していて，人生の大変動期を










IpMの広い経験を意識に変える>(E p. 389) のである Malraux はこの刊経験"とへ'Ê!~IT~"
の両lUIから人間の恨本問題を追求して行くもののようである.
Ce grand spectacle trouble qui commence， c'est une des tentations de l'Occident. 
刊西欧の誘惑"というこの作品の長題は{nJを意味するのであろうか.く欧州の不快，不安
malaiscは生一米のIfll活j主さの欠如!のずさ見が心ある人達に抱かせる不快感，不安感である〉
(TO p， 142). われわれの:fl先はメキシコの王7守の庭閑のたたずまい， その地下室のコ



























な人間のイメージしか示さない)(MPLM p. 65). またくかつて殆んど唯一のテーマとして
恋愛を扱ってきた個人主義的ブ、ルジョワ文学に対し， Malraux は男性の友愛の文学を対立








の後の小説 C.VR. CH について女性問題を概観すると amourについては CHの Kyo





さて， TOK基いて Malrauxの女性観を探ってみよう.情熱の中でも amourほど人間
の動物性をゆさぶりそれを目覚めさせるものはない.確かに女性は芸術作品と同じように
関心をよせるに足る美しい存在である. 正妻， 内縁の妻， 娼婦にはそれぞれの役割があ
る，好色女は全然好ましくない， etc.要するにく男性と女性は異なる種族に属するもので
あって，女性を理解しようとすれば男性は女性に段々と同化してしまう>(TO p. 86).夢









Hoffmann は Malrauxの erotismeはく肉体だけでなく精神や知性に関係をもっ現実〉

















① Perkenは小説の冒頭で erotismeの話に花を咲かせる.そしてその話は sadisme，
masochismeへと進む.やがてく大事なことは相手の女が異性であることが解らないこと















小説 CH(1933) -Goncourt賞K輝いたこの小説では erotismeはそれまでの性格を保
ちながら，さらに幅の広いものとなり amourの色彩をおび，最後には fraternite友愛へ
と移行するかにみえる. ここでは erotismeについては Ferralと Valerieの例を， また
amour については Kyoと Mayの例を挙げるに止める. しかしその前に VRの場合と同
様にむotismeが他の重要な問題と関連する例①および②をみておきたい.
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に対しくあなたは女性も一個の人間であることに気付かないまま死んでしまうでしょう〉
































われわれは Malrauxの仕otismeの問題を初期の TOからはじめて.C. VR. CHと各
小説の創作年代を追って考察し. Rebecci. Perken. Ferralの各例にみられるように，彼の
24 フランス文学
erotismeが植民地的，悲劇的，屈辱的と順次その性格を変える経過をみた.しかし次の小





小説 TMの Kassnerが妻の Annaに対して示す美しい amour!こは KyoとMayのamour
のような悲劇的性格は薄らいで同志愛的な性格がさらに強くなるようにみえる.
他方，く屈辱 humiliationの反対は友愛 fraternite)(E p. 206)だという小説 EのManuel
の言葉l乙く人聞の威信 digniteは屈辱の反対)(CH p.234)だという小説 CHのKyoの言
葉が対応する.そして Ferralが erotisme!C発見したのも屈辱であった.このようにみて
くると屈辱という言葉は Malraux小説の鍵 mots-clesの一つであるといえるかも知れな
い. しかしこの屈辱を媒介として erotismeが iraterniteに変貌する必然の糸は見当らな
Malrauxの erotisme および amourは CHIこ至って一つの盛り上りを示しその頂点
!C達するかにみえながらその後は急激に小説の世界から後退して行くのに反して，友愛は






性格をもっといえなくはないであろう erotismeと同じように alcoolや opium も一時的
快楽，逃避を可能にすると一般論的にはいえるであろう.しかし alcool1(.苦悩を紛らしな
がら遂に救われなかった CHの Clappiqueのような人物はその後二度と Malraux小説に
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